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１．はじめに 
 本業務は、蒲田川本川、平湯川本川及び平湯川支川渓流（白谷、滝谷）において、河床

土石の移動量及び経年的な河床の推移を把握するため河川定期横断測量を実施したもので

す。本稿では、労働災害防止のため取り組んだ安全対策について報告いたします。 
 
２．業務概要 
 作業箇所：蒲田川本川 7.93km、平湯川本川 8.40km、滝谷 1.00km、白谷 1.00km 
 作業内容：3 級基準点測量、4 級基準点測量、距離標設置測量、河川定期横断測量 
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３．安全会議 
 作業開始前に、社内にて作業員全員で安全会議を実施し、前述した作業中止基準の確認

のほか、以下の内容について周知しました。 
① ゲリラ豪雨など急な増水に備え、携帯端末の通信エリアにて、X バンドレーダ・気象予

測システムを閲覧。 
② 急斜面部での作業は、ロープ・ハーネス等を使用して転落事故を防止。 
③ 作業時は熊・蜂スプレーを携行。また、熊との遭遇を回避するため、電子ホイッスルを

使用。 
④ 作業時は「身分証」を携行し「ヘルメット・救命胴衣・長靴又は渓流靴」を着用する。 
⑤ 作業中、気象状況の変化を確認した場合は、「作業中止判断基準」により中止・撤退を

決定。尚、各気象要素の中止基準値より下回れば作業を再開する。 
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４．地元関係者への対応 
 作業範囲内には、旅館や温泉施設などが多数あり、観光客や地元住民との事故・トラブ

ルを避けるため、町内会長、温泉旅館、観光協会及び河川工事業者へ伺い作業内容の説明

を行い、「作業案内文」を回覧して作業内容を周知しました。また、露天風呂の接している

箇所があるため、予め営業時間を確認し、時間外の作業を徹底しました。 
 
５．TBM・KY 活動 
 現地作業始業前に、労働災害を未然に防ぐことを目的に「TBM・KY 活動」を行い、作

業員安全意識を高めました。現地作業は複数班体制で行いましたが、班毎に実施しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６．衛星携帯電話 
 作業範囲である滝谷（平湯大滝の上流）は、深い 
渓谷で、携帯電話の通話エリア外でした。万が一、 
事故が発生した場合に備え、通話エリア外でも迅速 
に連絡できるよう、「衛星携帯電話」を携帯し緊急 
事態に備えました。幸い事故や災害はなく、緊急連 
絡に使用することはありませんでした。 
 
 
７．気象予測システムの活用 
 急な天候変化に備えて、「気象予測システム」を 
活用しました。任意箇所の 24 時間先の降水予測が 
可能で、設定雨量に達すると携帯端末にアラートメ 
―ルが配信され、作業実施の判断基準として活用し 
ました。 
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８．山岳ガイドの帯同 
 滝谷上流（平湯大滝上流）は、アクセスが非常に困難な場所であり、作業箇所への移動

は危険が予想されました。万が一の事故を防ぐため、地元の山岳ガイド（山岳ガイド資格

有）に帯同してもらい、安全ルートの確保や危険箇所での移動方法など細かく指示してい

ただきました。そのおかげで、無事現地作業を終えることができました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
９．おわりに 
 本業務では、事故や災害もなく無事に現場作業を終える事ができました。しかし、災害

発生リスクの高い現場であったことに変わりなく、「ヒヤリ・ハット」することも何度かあ

りました。今回の経験を今後の安全対策に生かし、絶対に事故を起こさないよう気を付け

ていきます。 
 最後に、ご指導を賜わりました神通川水系砂防事務所 調査課の皆様へ深く感謝を申し上

げます。 
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